
十

月

例

会

御

案寺

○

御

案

内

日

 十
月

八

日

(火

)

十

一
時
半

よ

り

入
館

可
、

講

題

講

師

礒
崎

敦

仁

(
ア

ツ
ヒ
ト
)

先
生

◎

北

朝

鮮

の
金

正

恩
体

制

に

つ
い
て
、

な

い
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す

。

大

統
領

と

の
会

談

で
は
、

厳

し

い
西

側

か
ら

の
経

済

制
裁

の
中

で
も
、

極

貧

に
あ

え

い
で

い
る
と

報
じ

ら

れ

る

の

に
、

大

統

領

と

の
交
渉

も

な
か

な

か
し

た

た
か

で
す

。

そ

こ

で
、

礒
崎

敦

仁
先

生

は
、

よ
く

見

え
な

い
と

こ
ろ
も

あ

り
ま

す

の
で
、
今

回
、

い
た
だ

く

こ
と

に
し

ま

し

た
。
奮

っ
て

の
御
参

加
、

代 内

〔
令

和

元
年

、
1

通
算

第

三
九

〇
回
)

 

を

刷

新

す

る

会

 

正
午

～
午

後

二
時
半

金

正
恩
体

制

の
政

治

・
経

済

・
社

会

・
国
際

関

係

1

参
議

院

議

員
会
館

一
階

○

二
会

議
室

 

(
朝
鮮

半
島

情
勢

研
究
者

、
慶

応

義
塾

大
学

准

教

授
)

い
ろ

い
ろ
と
論

客

の
論

評

は
あ
り

ま

す

が
、

い
ま

一
つ
、

よ

く
分

か

ら
な

金

正
恩

国

務
委

員
長

は

、
国

内

で
の
閲
兵

式

で
の
強

面

と

は
異

な

っ
て
、

ト

ラ

ン
プ

穏

や
か

な
礼

儀
正

し

い
態

度
を

見

せ
、

ト

ラ

ン
プ

大
統

領

に
気

に

い
ら
れ

る

面
が

あ

り
、

核

開
発

を

は
じ
め

、

高
速

ミ
サ

イ
ル

の
開

発
を

進

め
、

そ

の
国

民

が

と
も

か
く

、

国
内
を

ま

と
め

て
行

っ
て

い
ま

す

。
韓

国

の
文

在

寅

N
H

K

の
日
曜
討

論

に
も

時

々
出
演

さ

れ
ま

す

が
、

六

～
八

名

の
討

論
会

で
は

礒
崎

敦

仁
先

生
を

お

招
き

し

、
系

統
的

・
総
合

的

な
解

説

を

お

待
ち

申

し
上
げ

ま

す
。

(
清

原

記
)

口

当

日
会
費

(
昼
食

付

き
)

会

員
は

三
千

円
、

非
会

員
五

千
円

。

 

注

▽

ハ
ガ

キ

の

返

信

は

十

月

四

日

(
金

)

ま

で

に

、

御

投

函

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

こ

の
七

月
、

中

国
が

四
年

ぶ
り

に

「
中
国

国
防

白

書
」

を
公

表

し

た
と

の
報
道

が

あ

っ
た

の

で
、

そ

の
内

容
を

ぜ

ひ
知

り

た

い
と

思

い
、

講
師

を
考

え

ま
し

た

が
、

こ

こ
は
、

や

は
り

防
衛

庁

の
防

衛

研
究

所

に
お

願

い
す

る

の

が

一
番

と

判
断

し

、
防

衛

研
究

所

の
飯

田
将

史

中
国

研
究

室
主

任

研
究

官

に
お

願

い
し

ま
し

た

と

こ
ろ
、
九

月

中

旬

な

ら
と

い
う

こ
と

な

の

で
、

お

願

い
い
た
し

ま
し

た
。

九
月

十

三

日

(
金

)
正

午

か
ら

、
参

議
院

議

員
会

館

一
階

一
〇
二
会

議
室

で
行
な

わ

れ

た
月

例
講

話

会

に
は
、

飯

田
将
史

主

任
研

究
官

御

自
身

が

来

ら
れ

、

『
四
年

ぶ
り

に
発
表

さ
れ

た
中

国

国
防

白

書
を

読

み
解

く

!

』

と
題

し

、

解
説

が

あ
り

ま

し

た
。

飯

田
先

生

は
、

ま

ず
、

今

回

の
白
書

は

、

一
九
九

八

年

以
降

一
〇
回
目

の
白

書

で
、

こ
れ
ま

で
は

二
～

三
年

に

に

一
回

程
度

だ

っ
た
が
、

今

回

は

四
年

ぶ
り

と
な

っ
た
。

四
年
前

は

『
中

国

の
国
防

戦

略

』

と

い
う

テ

ー

マ
で
、

戦

略

に
集

中

し

た
内

容

だ

っ
た

が
、
今

回

の
白

書

は
、

よ
り

網

羅
的

な
内

容

で
あ

り
、

文

字
数

も
前

回

の
三
倍

も

の
分

量

が
あ

る
。

そ
し

て
、

そ

れ

は
、
第

一
章

か
ら

第
五

章

に
分

か
れ

て

い
る
と
し

て
、

そ

れ
ぞ

れ

の
章

に

つ
き

、
実

に
詳

し
く

御

解

説
を

下

さ

っ
た
。

そ

の
点

で
も

、

さ
す

が
防

衛
研

究
所

の
中

国

主
任

担

当
官

で
お
ら

れ

る
だ

け

に
、

よ

く
研

究

・
分

析

さ
れ

て

い
る
、

と
感
銘

し

た
。

そ

の
御

解
説

を
、

こ

こ
に
、

記
す

紙
数

は

な

い
の

で
、

割

愛
す

る

が
、

そ

の
各

章

の
題

名
を

記

す

と
、

「
第

一
章

国
際

安
全

保
障

情
勢

」

「第

二
章

新

時
代

の
中

国

の
防
御

的

な

国

防
対

策

」

「
第

三
章

新
時

代

の
軍

隊

の
使
命

・
任
務

の
履
行

」

「
第

四
章

改

革

中

の
中

国

の
国

防

と
軍

隊

」

「第

五

章

合

理
的

か

つ
適

度

な
国

防
支

出

」
と

あ

る
。

そ
し

て
、

そ
れ

に
加

え

て
、

「
新

し

い
人

民
解

放

軍

の

の
組

織

図

」

や

「
空

母

『
遼
寧

』

に
よ

る
グ

ア
ム
島
接

近
情

況

」

「
南

シ
ナ
海

へ
の
対
艦

弾

道

ミ
サ

イ

ル
発

射

」

な

ど
、

写
真

入

り

図
形

入

り

の
カ

ラ

ー
資

料

も
提

示

さ
れ

、

一
同
、

大

層
勉

強

に
な

り
ま

し

た
。

(
清

原

記

)

▽

「
時
代

を

刷
新

す

る
会

」

と

は

「
何

事

も
人

類

・
国

民

の
た
め

に
な

る

こ
と

は
、
時

代

を
先

取

り
し

て
、

積
極

的

に
取
り

組

も
う

」

と

の
趣
旨

で
、

昭

和

五
十

六

年
、

岸
信

介

元
総

理

に
よ

っ
て
創

設

さ
れ

た

シ

ン
ク
タ

ン
ク

で
す

。
晩

年

の
岸

信

介

元
総

理

が

そ

う

で
あ

っ
た
よ

う

に
、
超

党

派

・
超

派
閥

で
、

真

に
国
を

憂

え

る
有

志

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ

て
い
ま
す

。

八

つ

の
部

会

と

、

五
～

六

の
委

員
会

が
あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三
十

七
本

の
要
請

書
を

時

の
政

府

に
提
出

し

て
い
ま
す

。

第

二
代

会

長

は
、

木
村

睦

男
元

参

議
院

議
長

、
第

三
代
会

長

は
櫻
内

義

雄

元
衆

議
院

議

長
、

第

四
代

会

長

の
塩

川

正

十
郎

元

財
務

大

臣

は
、

九
十

歳
を

機

に
辞

任

。
第

五
代

会
長

代

行

と
し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議
院

議

員
。

そ

の
後

、

平
成

二
十

七

年

四
月

か
ら

、
第

六

代
会
長

代

行

と
し

て
、

岸
信

夫

衆
議

院

議
員

・
元
外

務

副
大

臣

、

前

衆
議

院

安
全

保

障
委

員

長

が
引

き
続

き
就

任

し

て
お
り

ま
す

。

▽

事
務

局

電
話

(
0

3
)

3
2
7
2
1
4
3
2
0

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

・
重

田

、

高

津


